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1　は　じ　め　に
　本稿は，発展途上国1とおける経済発展政策のための成長モデルの検討と，そのモデルの政策論的解釈を
試みたものである。ここでは，まず成長ニモデルを二つの側面，すなわちモデルのアグリゲーション（
aggregation）とディスアグリゲーション（disaggregation）に分けて考える。そこで，前
者の側面からの集計値成長モデル（aggregative　growth　model）の代表としてここではホー，
ヴエルモー（Haavelmo）成長モデル，後者の側面からあ非集計値成長モデル（disaggregative
growth　model）の代表として，パルビア（Palvia）2部門モデルとマハラノビス（MehaIanobis）
2部門成長モデルおよび4部門成長モデルを取り挙げる。そして，これら代表的な三っの基本モデルにっ
いての点検と展開の過程を通じて，それぞれのモデルのもつ特徴と欠陥を明らかにし，政策論的展開にと
って取り扱い易い型iこ導いていく。
　最後に，経済発展政策のため1こ導かれた3つの基本モデルについて，政策論的解釈がどの程度可能かと
いうことを検討する。これは，政策の具体的実現の可能曲操作可能性を検討したvkからである。この問
題の検刮の過程で，若干の問題点をのべて本稿をとじたい。
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∬　ホーヴェルモー型成長モデル
　まずホーヴエルモーの基本的な考え方をみてみると，彼の理論が均衡論的な理論構成をとっているの
で，経済量の多くは，需要関数，供給閉数（たとえば，入口関数，生産関数など）といったような個々の
関係式によって決まるのではなく，それらの関係式の連立方程式体系を解くかたちで相互に関連しながら
同時的に決定される。したがって，それらの基本的な経済関係式を測定するときには，個々ばらばらでな
く体系全体を一括して同時的に測定されなければならかい。
　ところで，ここで取り挙げる集計値成侵モデルとしてのホーヴエルモー成長モデルは，発展途上国経済
の長期発展tこ関連している。ハロッド・ドーマー型成長モデルのように成熟した経済の成長プロセスを中
心的に説明するものではない。ホーヴエルー1自身も指摘しているように，発展途上国経済における長期の
発展政策は，その根底になぜある国が経済的に進歩し，他の国が進歩しなかかという国家間の経済的不均
斉（eCOnOmiC　aSymmetry）を解くことができる「経済発展の経済理論」をもたなければならな
い。さら1こ，それはその実践的性格からみて，当然抽象的な発展理論ではなく実際の資料によって計量化
可能なエコノメトリックな理論，すなわち経済理論モデルないし分析モデルを必要としている。ホーヴエ
ルモーは，このような観点に立って各国の経済進歩のための初期条件の相違に着目しつっ，経済発展の基
本的関係を表わす諸関係，すなわち生産関数，人ロ関数　教育・技術水準関数などを，多くの様々な構造
パラメーターと経済変数によって構成し，経済進歩のプロセスを計量化しようとしたのである。そのよう
．な意味で，このホーヴエルモー成長モデ几は，より一般的生産関数と成長モデルのパラメーターが左右さ
れる推計的方法を導入している。ホーヴエルモーによって発展された動態成長モデルは，それが生産関数
の変化を統合するという意味において一般的である。パラメーターは，部分的に技術的でり制度的である。
また，著積関数（accumulation　function）の変化は，資本と枝術の成長率とその体系に内在
する人ロ法則を示している。そこには，貯蓄ないし投資に関する特定の均衡仮定やケインズ・モデルにお
けるような所碍恒等式の型での関係は存在しない。
　ところで，ホーヴエルモーによってダ般化されたロジスティック・モデルは，次のようになる。
　　　　　　c重♪
　モァル　　1
　　　貞　　　　N　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　一＝（t－〆9－・…　（1）X＝α1N十α2　K・…　（2）－K＝γ1　X十γ2N十γ3K・…　〈3＞
　　　N　　　　　　X
ここで，文字は次のことを意味する。
　　　N・…　人ロ　　X・・一総産出高　　K・…　資本ストック
まず，（1｝式は，人口㈹が総産出高昏0の時間的趨勢‘こ依存しなまれば，入口のロジスティックな型の成長方
程式を示している。〈2）式は，総産出高が資本ストック㈹と人口に依存することを示している。㈲式は，資
本蓄積のない経済では，省略することができ②式が人口の線型閉数として次のように書かれる。
　　X＝αN十b　　　　・…　　（4｝
その場合，（1｝式と（4）式とからの静態的解が導かれる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一728一
　　＿　　αb　　＿　　fi　b
　　N＝　　　　，X＝　　’　　・…　　㈲　　　　　〆9一αα　　　　／（？一αCt　　　　　　　’
しかし，資本蓄積をともなう一般的体系においては，静態的解はない。ただその体系の特性方程式（
characteristic　equation）の根がリアルで，経済的に意味があるという条件1こ依存する
場合には，各々の変数，X，　K，　Nが指数的ee増加しても，労働に対する産出高の割合（X／N）と
労働‘こ対する資本の割合（K／N）とが不変であるような準均衡解（quasiequilibrium
soIution）が存在する。このことは，間接的に資本産出高比率，すなわち資本係数（K／X）が
固定的であるということを意味している。
　さらiC，ホーヴエルモー崎現実経済の近似的想定として，動態経済モデルはその体系1こ対してし
ばしば誤差項と呼ばれる確率的要素（randomelement）の結果を推計的過程の概念を通じて
統合しなければならないと主張する。ところで，いまある別のモデルに確率的要素を導入する場合の
も？とも簡単な一つの方法は，解の正確な部分に付加すぺき確率的誤差項を考慮することである。
このことをホーヴエルモーの簡単なモデルで検討しよう。
　　モァル　　2
　　　C＝aY十〆tS，十u　　・…　（6）　　Y＝C十1　・…　　（7）
ここで，C（消費）およびY（所得）は内生変数であり，1は外生変数，またuは確率変数である。㈹
式は，CがYの線型関数に確率的な誤差項が付加されたものとして表示されている。αとβはパラメ
ーターである。（7）式は，YがCと1との合計であることを定義している。
　さて，もしこのモデルが論理的1こ正しいのであるとすれば，Yに対するCの回帰を求めてパラメー
ターを推定することは不可能である。というのは，内生変数であるYを所与と考えることができない
からである。それは一つの従属変数である。そこで，方程式を誘導形で（reduced　form）で表
わすように解かれなければならない。誘導形は，⑦式を（6）式‘こ代入すること1こよって得られる。すな
わち，
　C＝α（C＋1）＋β＋u　C＝Ct・C＋α1＋β＋u
C（1－・）＝・1＋β＋。C＝一一X　1＋1B＋1。＿．（8）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　－Ct　　　1　－・■Ct　　　1　－Ct
および，Ylc？V・ても同様に（7）式を（6）式1こ代入して得られる。
　Y－．1＝＝d’Y十β十u　　Y＝Ct　Y十1十〆9十u　　Y（1－Ct）＝1十β十u
・Y－　Tl．：－ia　1＋i－1．・－ea　v‘’＋1≡。・・…（・1
この段階においては，CおよびYの1に関する回帰を求めることができる。というのは，1は外生変
数（用具変数）となりうるからである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　ところで，ホーヴエルモーの展開したモデルは，それが後進国のいずれにも適用できる一般性をも
っ反面において，現実の後進国の経済問題がもつ特殊性が必ずしも具体的に明記されていないのでは
ないのだろうか。それ鳳ホーヴエルモー，成長モデル1こよって後進国の成長ないし発展政策の特性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一7　29　一
を解明することが困難なことを示しているように患える。そのような意味から，このホーヴエルモー成長
のモデルの最後の項（Iv）における政策論的解釈は，本稿においては省略することにする。
皿　マハラノビス型成長モデル
　前項（ll）においては，集計値成長モデルとしてのホーヴエルモー成長モデルの輪郭とそのモデルのも
つ特徴と欠陥を明らかにした。ここでは，非集計値成長モデルとしてのパルビア・モデルとマハラノビス
成長モデルの輪郭を明らかにすると同時に政策論的解釈のための準備として，政策目標，政策用具，モデ
ルの構成要素について検討し，さらにモデルの誘導形を導いて澄きたい。ここで問題とするモデルのデイ
スアグリゲーン。ン（disaggregation）すkわち部門分割の細分化は，ケインズ理論の拡張の一
つの分向である。これから取り挙げる2部門成長モデルあるいは4部門成長モデルは，デイスアグリゲー
シ。ンと動学化を同時に達成しようとするものである。そこでまず，発展途上国経済に対して適用度の高
いパルピアの2部門モデルについて検討を進めよう。
　（1）パルビア・モデル
　このパルビア・モデルは，発展途上国，先進国のいずれに属する政策であっても満されなければならな
い政策の特性指標，すなわち分析モデル，政策目標，政策用具，政策決定方式を満した発展途上国に対す
るモデルである。このパルビア・モデルは，インド国民経済を対象として，19　48年～49年を計画の基
準年次として1970年～71年を目標年次とする期間20ケ年の長期発展のマクロ政策モデルである。
　ところで・政策目標としてパルビアは，ω生活水準の向上，㈹食料目給の達成の二つを挙げている。こ
の二つの目標は，q）が国民総生産㈲で，㈲が農業生産量（Xl）で，計量化され，　VとX．1という目標変数が
一定の数値に達することecよって政策目標が実現されるとしtc。さらに，これらの2目標値の同時的実現
が困難なときには，Vを無条件目標としX1は必要に応じて目標からはずされるものとした。
　政策用具としては，インド5ケ年計画との関連でこの長期の発展政策においても農工業への投資計画が
中心的なものと蛮っている。そして，この投資計画の量的表現は，次の基本的関係式では，土地（R1）
と資本財（K2）によって表される6このR1とK2とは，　VとX1の目標値を達成させる水準にモデルを
通じて決定される未知の用具変数である。
　ところで，パルビア；モデルのもつ基本的な方程式は，次の8個からなっている。
　　　　　　（2）
　　モデル　3
　　労働入口の配分式　　　　　　　農業部門の生産関数　　　　　　　非農業部門の生産関数
　　　N、＋N、－N・…（1・）X、－h、寸馬1一α＿（11）X，＝h，N飼一λ．一．（12）
　　所得形成式　　　　　　　　　　　　賃金決定式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂X1　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　∂X2　　　×1P1十X2＝V・…　（13）　　　W1＝P1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　・…　（i4）IW2＝　　　　　　　 　　 　　　　　 　　　　　　　●菖。・（15）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂Nl　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　∂N2
　　構造ノNeラメーター
　　　h＝置＿＿（16）
　　　　　W2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－750－，
　　需要酬数（生産物1こ対する需要関数）
　　　X＝h，Vε・pf・…一一（17、
このバルビア・モデルにおいては，産業は農業郡門と非農業部門に分けられる。これは，先の政策目標の
一一ﾂとして食料自給が取り挙げられていることに関係にするからである。さて，次にこれらの基太的な方程
程式8個にっいて説明しよう。
　まず，（10拭は，労働力人口Φ雨の配分式である。N1は農業部四の労働入口，　N2は非農業部門の労働
人目である。
　（11拭は，農業部門の生産関数鳴　N1と土地（Rl）および農業生産量（X1）の間のダグラス型生
産関数である。ここで窃発展途上匡め農業生産に占める資本財の比重が非常1こ小さいことから，生産要素の
うち中間資本財を無視している。αは，農業部門の労働にっいての生産弾力性，1一αは農業部門の土地
にっいての生産強力性を表わしている6
　（12）式は，非農業部門の生産関数である。それはN2とK2および～（2の間のダグラス型生産関数であ
る。非農業部門では，資本財（K2）が重要であって逆1こ土地はそれほど重要視されない。ここで，λは
非農業部月の労働にっいての生産弾力洗　1－Rは非農業部門の資本にっいての生産弾力性を表わしてい
る。
　（15）式は，所得形成で，ここでは二つの産業部門の生産活動を所得形成に結びつけるために価格が導入
される。P1を農産物価格，　P2を非農産物価格とし，　P2を基準（P2＝1）としてP1がはかられる。
Vは国民総生産であるc
　（14、，（15）式は，賃金決定式である。自由市場またはこれet近い誘導市場体制を仮定している。また，
パルビア。モデルにおいては，所得のうち賃金所得について，それが労働生産力を反映1つつ，労働市場
の需給によつて決定され，かつ労働力人口のすべてが雇用される水準に定まると仮定されている。ただし
W，は農業労働者の賃金水準，W2は非農業労働者の賃金水準である。
　（16拭は，2部門の賃金水準1こ一定の率での格差（h）が発展途止国の場合存在するということを表わして
いる．それは，発職上国の場合，両部F9での騨の質と労f條件薩本的な相違があるからである・そして・
ちの具体的数値は，労働者の職業選好態嵐八ロ圧九　労働力人ロの移動可能性などに依存しながら・一
定の値に落ち着く傾向がある。つまり，鳶け樺造パラメーターである。
　（17）式は，生産物に対する需要関数である。ここでは，長期発展の問題を前提としているので，両部・
門の生産物のうち一方の需要量が決定すれば，他の生童需要も従属的に決定すると考えてもよい。パルピ
ア・モデルに澄いては，農産物需要は所得水準と相対価格に依存している。
　ところで，パルビア・モデルは，どのような方法で目標変数の目標値の実現を保証し，また用具変数の
用具値を決定するか。これがベルビア・モデルの政策決定方式の問題である。
　そこで，まず単純予測iこよってモデルie含まれる諸変数とパラメーターを分類すると，
　　　外生変数・・…　　Rl，　N，　K2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－731一
　　　内生変数・…　N1，N2，X1，X2，W1，W2，pl，p2，V
　　　構造パラメーター
　　　　生産技術条件を示す構造パラメーター…　h1，　h2，λ，α
　　　　需要者の心理的要因によって決定される構造パラメーター…　h3，　k，ε1，ε2
．となる。つぎに，基準年次での初期値を推定し1さらに目標年次までの人口。技術水準の成長率について
の予測を外生的に行ない，最後に目標変数の目標値を社会厚生関数（目的関数）が最適値をとるように外
生的跣決する．この過程で諸変数とパラメニ砂礪して・・，ド統計酬にもとついて鵜化を徹う
以上のことを基礎としてパルビアは，三つの政策問題を設定する。この三つの政策問題とこのパルビア・
モデルのもつ特徴については，最後の項（1V）に澄いて述べることにしよう。
　②マハラノビス成長モデル
　　（D　2部門モデル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゜
　マハラノビスによって発展されたこのモデルは，インド発展政策の2部門モデルである。このモデルは
封鎖経済を仮定して，消費財生産部門（部門1）と投資財生産部門（部門2）に区別する。消費財と投資
財生産の合計として定義される国民所得（実質国民産出高）の増加は，部門1と部門2に対する総投資財
産出高の配分（投資配分）に依存する。主要な政策問題は，いかに2部門間に投資の最適配分をするかと
いうことである。マハラノビルス・モデルは，外生的である総投資配分（It）を仮定して，二段階でこの
投資の最適配分の問題を解決する。たとえば，第一段階において，投資財（サブスクリプトi）と消費財
（同じくC）る生産する二つの完全と統合された部門を基礎として，投資財部門に対する最適配分率は，
明記された計画限界内において国民所得を極大化する条件によって示めされる。第二段階においては，消
費財部門の準部門間の投資配分は，雇用と国民所得の一定目標が達成されるという条件によって決定され
る。
　さて，つぎにマハラノビスの2部門モデルを示そう。
　　　　　　　｛3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
　　モデル　4
　　　1，＝1。＋λi・Oil。・…（18）C，＝C。＋λ，β，1。…・（19）・Y，＝C，＋1、…・（2・）
　　　ただし，Ri＋z，＝1
ここで，文字は次のことを意味する。
　It…　内生変数と仮定されるt期の投資　　　　　　えC…　消費財を生産するのに配分される総消
Ct…t期の消費　　　　　　　　　　費害恰
　Yt…　t期の所得　　　　　　　　　　　　　　βi…　投資財1こ対する資本産出高比率
v］1　i…投酬を生産するの看・配分される綴館拾β，…鞭財・・耐る資本産出高比率
　ところで，このモデルの方程式は次の5つからなる。
　　　△C＝19cωc・…　（21）
ここで，βcは1／hciこ等しく，投資の時間的遅れは一時間単位に等しい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－752一
　　△1＝βiω童・…（22）
甥様に，この方程式は役資財産業の生産能力の増加こよって可能となる投資財生産の増加を表わす。ただ
し，（21）式のωc｝聯門2・・配分され搬酬の量であり・ωi｝澗F弓1の生醜力を増加するの1こ使用さ
れる投資財の量である。
ω、－／，1・…（23）ωi－・Z　il…・（2a）
。れらの耀式は12部門関の綴魏分を表わす。係数，λ。とRiは，繍政策の用具とな・），λ、＋λi
＝1である。
　　Y＝C十1・…　　（25）
この方程式は，所碍は消費財生産と投資財生産の合計に等しいということを表わしている。
　ところで，このマハラノビス成長モデルは，固定的目標政策問題および伸縮的目標政策問題のいずれの
場合にも適用することができる。まず，固定的目標の場合には，未来のある時点の所得の固定的先決水準
が与えられれば，マハラビビス・モデルは投資配分率（λ項は用具変数である）icよって解くことができ
る。この意味においては，問題はそれ自体，単一な一用具一固定的目標となる。二つの配分率があるが，
えi＋λ、＝1であるから，一つの効果白彌具と考えられる・肪伸納礁の場合・c・la・聯問題購
間限界τを一定として，Yを極大化することである。
　このマハラノビス・モデルにおける政策問題賎時間限界（t＝τ）を与えれば集計値所得（Yt）
を極大化するために投資財を生産するのec配分されるべき総投資率（Ri）を決定することである。資本産
出係数，，8　i，βcは各々の部門の生産状況gc基礎づけら麹る。
　ところで，上記の方法式（21×25）から1，C，　Yeこ対する解（誘導形）を導くことができる。このこ
と鳳後のIV項における政策論的解釈にとって重要である。まず，　Ilこ対する解は，（22）式に（24）式を
代入してみて出す微文方程式から碍られる。すなわh
　　I，＃1＋λ、P、）tl．・・…（26）
同様に，Cに対する解は，（2・）式に（23）式を代入し，　Itに対する解と得られる微分方程式を解くこと
看こよって得られる。
嘱爵〔（1＋λiβi）t－1〕1・・…・（27）
Yに対する解は，1とCに対する解を加えることによって得られる。
・・一・・＋（　λcβc1十
@λiβi）〔（i＋・・1・・　・・　i）t－1〕1・一・（28）
　これらの誘導形の政策論的解釈は，最後の項（rv）において行なう。
　　m　4部門モデル
　マハラノビスは，より具体的、操作的モデルを定式化する試みで，彼の2部門モデルを次のような準部
門に消費財産業を分割することによって4部門モデルを立案した。この4部門モデル1こおいては，消費は
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さらに．三つの準部門（C2，C3，　C4）に両分割されス。
　C2・…　近代工業で生産される消轡財（部門2）
　C3・…　中小規模の工業および家族的型の工業で生産される消費財一一農業生産物も含める一（部門3）
　C4　・…　医療，教育のようなサービス（部門4）
　部門1は，投資財部門である。さらにモデルは，各部門に対する労働条項を導入する。4部門モデルに
おいてもモデルを使って解決しなければならない問題は，2部門モデルの場合と同様に4部門に対する投資
配分を決定することである。マハラノビスの4部門モデルは，次のよう1こなる。
　　　　　　（4，
　モデル　5
　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　Y4　　Y・＋Y・＋Y・＋Y・＝Y・…（29）　惹1・＝盈’…’……（55）
　　N1＋N2＋N3←N4＝N　・…　（50）
　　1、＋1。＋1、＋1。＝1㌔。．．（51）　N・＝q・・………（56）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　λ，1　““
　　　Yi　　vlil’“＝5・…°”……（32）　M
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　（謎2　・　●　・　・　・　・　・　・　…　　　　（37）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　λ21　’e　　　Y2　　　λ21・・e＝fi2……・…・・て35）
る1・・e＝B・・……・・…（3n）蕃論・……・…㈲
　　　＝（迦・・一・・・・…　　（59）惹1・“e
ろ＋ろ＋R，＋惹＃…・…・（40）
　この4部門モデルにおいて導入された新しい変数嫉N項とQ項である。
　N項一部門別雇用水準　　　　Q項一部門別資本労働比率
　ここで，注意しなければならないことはi次の二つである。（i）補完的生産関数が仮定されていること
（“）B項とQ項は一定不変と仮定されていることである。それ賎その体系が未知数（Y項，N項，λ項）
の数が上のモデルにおける独立的線型方程式の数に対応する12個に等しいから，数学的意味において明
確だからである。
　ところで，モデル5の（30）式から，新しく創造された総量用（△N）は，各々の部門において別々に創
造された新しい雇用の合計に等しくなる。すなわち，
　△N＝・△Nl＋△N2＋△N3＋△N4…　－t・（41）
　　　＝△N．　　　　　　1
したがって，
λil＝Qi△Ni・…・……・…・…（42）
この式は・各々の部門iに対して一定不変の資本労働比率（Qi）・すなわち追加労働者の雇用に必要な純
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一754一
投資量を導入する。その式は，各々の部門の新投資を新しく創造された雇用に関係する。入項は・
Σiλi＝1という条件を満たさなけれ｝まならない・しmb；・て・このモデルの誘導形は次のようξこな
る0
　　　　　4△Y＝1Σiβiλi　i＝1・・…4・・…（43）
　　　　　1
この（43拭において，β．は，部門iの資本塵出高比率であり，その結果Σβiλiは，加重y均としての
　　　　　　　　　　　1
総投資の各々の部門の分け前で資本産出高比率の加重平均を表わしている。
　以上で，ホーヴエルモー・モデル，パルビア・モデル，マハラノビス・モデルの2部門と4部門モデル
iCついての輪郭をのNそれぞれのモデルのもっ性質を指摘し，さらに次の政策論的解釈のための準備とし
てそれぞれ誘導形を導いてきた。
lV　政策論的解釈一結びにかえて一
　ここでは，上記において検討したモデルのうち，パルビア・モデルとマハラノビス・モデルの2部門モ
デルおよび4部門モデルについて，政策論的解釈がどの程度可能かということを検討する。そこで，まず
パルビアのz2部門モデルから検討しよう。パルビアは，先の皿項において述べたように，諸変数とパラメ
ーターに関する数量化のもとで，次のような三つの政策問題を設定する。
（1）パルビア・モデル
　ここでは，三っの政策問題を取り上げ，モデルの具体的実現の可能性を検詞しよう。
　　　　　　　　（5）〔政策問題1〕
　この政策問題賎政策目標として目標年次に一人当り所得水準を倍増し，かっ標準食料消費者のもとで
の食料自給を達成するものとし，この目標達成のためには土地と資本財への投資高をいかにすべきかとい
う問題である。この問題のもので，パルビア・モデルの諸変数とパラメーターは，次のよう1こ分類される。
呵∵∵∴，㌧…｛：慧：∴罵，
　　　　　　　　　　　　　　k，ε、，ε，，aR　　　　　　　w・，　P・
　ここで，モデルを構成する関係式は8｛固　それに含まれている未知数も上記のようe＝　8個であるから，
用具変数の用具値を一義的に決定することができる。しかし，この場合には，Xとε2とは択一的数値が
パルビア・モデルにおいては与えられているため，Rtと穐の用貝値は4種の値が可能であるとしている。
　しかし，ここで注意すべきこと鳳　この政策問題の1においては，農産物価格（P1）が高水準になけ
ればならないことである。それは，P1が低水準1こあると農業部門の資本蓄積が困難となり，それだけ土
地への投資は他の部門または外国から導入しなければならないし，また農業経営体の生産意欲が減退して
くるであろうからである。しかし，反面において，P1の高水準は国際的な市場価格からインド農産物価
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一755一
格かかけ離れたもの‘こするおそれも出てくるであろう。
　　　　　　　　ce）　〔政策問題2〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　このような農産物価格の問題を考慮することから，政策問題の2が設定される。この政策問題2に
おいては，XI　rn目標変数から除き，その代り・としてPlを国際市場によって決定される与件，また
はそれと同値の目標変数とする。また，政策問題の1の場合と同様に，ε2と脂こ択一的予測値を考
慮することによって用具変数の用具値を算定している。
　　　　　　　　（7）〔政策問題3〕
　ところで，Plの変化を導入する場合，　Vはもはや実質生産量でなく，名目生産量となる。目標変
数はあくまで実質国民総生産（V）でなければならない。そこで，P1を農産物価格の初期とすれば
物価変動のものでは，次の定義式が（15拭に代って利用されなければならない。
　　XlP1十X2＝V・・・…　　Je（4A）
このVの倍増を目標値とし，それに対応する用具値を導き出せばよい。
　上記のように，パルピア・モデルにおいて峨いくっかの可能な目標変数の目標値および与件の所
与値を想定して，それから算定される用具歪数の用具値から政策の具体的実現の可鱈性を検詞してい
るt｝
　以上のような手続きを経て，パルビア・モデルの最終的な政策の選定は，次のようにして行なわれ
る。その際．下記の表1～表5を使用する。
　政策問題の1については，その実現の可能性は，ほとんど少ない。というのは，要請される投資コ
ストが過大であり，したがって用具変数（Rl，K2）の用具値が境界条件を満たさないかである。
　つぎに，政策問題の2についても同様な結論となるが，政策問題の1の場合よりはその実現の可能
性は高くなっている。というのは，投資コストが少なくなっているのでそれだけ用具値の実現の可能
性が高まるのである。
　最後に，政策問題の3にっいては，与えられる農産物価格が低いときには，必要な投資額は少なく
てすむから，実現の可能性は高い。とくIC，皿”d）の場合には，外資導入なし1こ目標値の達成が可能と
となる。問題は，国際市場における農産物価格にデフレ的傾向が予想されるか，またはインフV・傾向
の強い発展途上国で，農産物価格のみを引き下げる政策が取り挙げられうるかどうかという経済外的
要因にあるといえるのではないだろうか。
　しかし，ともかく，このように多種多様の政策問題のケースを取り上げて，相互にその現実的な妥
当性の比較を試み，それecよって可能な多種多様条件下での必要投資額の見通しと発展のための政策
的指針を与えることを意図したパルビア・モデル賎発展途上国の長期経済発展政策のモデルとして
は合理性の高い長期政策モデルであるといえるだろう。
　ところで政策問題て～3までの具体的算定値は，次の三っの表をみていただきたい。そこで，表の
1は政策問題の1に，表2は政策問題の2に，表3は政策問題の3に対応する。
一一V36一
異　　1
▼ n、
【 C2 殴費oヌト　国内貯蓄0不足
ケ　　曽　　メ
　　初期葡o　　　　　　、r 198 1　q 10 1．0 ●b邑jRS
9皇虎は余尉田
@菖b・JRS
?
一ユ625 《9　2 z宅7 z62瓦85 1，’02 一し482
r 一α5 492Z1ア 242 ＆25 1，3’5 齢、5’5
@　　皿r 一αδ25 4．92 z5 ユ68 756 L750 一1．450
r脚　　1一α5 磯92 25 訟11@　， ・11・…　，
一・…1
。．．
?E、18
：：（溜；：り11ii
ll　　ll　l．・i・ii’2
：：（：霊りli　1．i；－il　l
：漕一一・・、÷十1：ii
、k＝a5ノ　　　　　　　、
腿鐸@　　　　　1　　1．5　　14．，2　．
　　　　渠洋懸研新報社昭和42牢．
衷　　2
ase@L！
1≡｝li
li鶉÷
li｝il
li　ii，
t5　　、　1ノ？
let
??
???
?，
ムsロ
≡ヱ＿＿？．L三．；．＝－2鞭・－
LZ60i　452L　－ 152
設資コヌト 国丙貯響⑳不駐
一．一．一一一1臼2たは余卿爾
‘b8」晩S ・b巳」RS
気79零 一1．491
一．一｝9－L－｝
1，818 曽1．518
1．9　16 r1．6　16
一＿＿＿一一回720 一　　420
齢－640 一　　541
512 曽　　221
7　16一一
儒考「経画計爾oモチル分析」（伊〕更正Ull膏》
　　　　　　PP 249噌251から弼1用
　　　　　　　5
ヲ　　　　　　　　　　　　　　　　C2 …列餓謹黙
ケ　　　　　ス
???????
L88 邑b81　RS 菖b‘5R8広68
ｿ7α7 へ？2 　亀　5
|a6．
951
k971
辱　　65’
鼕繧U71
??（?????????
口9
r・・
@¶72　
4？2　　　巳9
@　　－一一十一「一一s92　　　151　5 206 4897，o，59ア
1．51 2529　　　68『????）「 臥，　　　492　吐7　・エ6魯@　　　　　　一一一一→一一?X　　492　αg　い45工55　　　　　δ84 ＿　　5巳4
t・　1・・2い5
???，?
一’｢・al　・・2・1一恥522・
　　　　　薗噂　伊嘱正則著f嵯研ttiのモデル分所」唖洋饒済師轍吐
　　　　　　　剛開42撃　　P．151から引用
　ところで，一定の時間限界t（マハラノビス・モデルでは15年とされている）で，
λiの最適駄（47）式から得られる・たとえば・パラメー一ター・P＝…2・β＝・・　5とすれば・
15に所得を極大化する投資財部門（Ri）1こ配分されを総投資率の値は，1／3eこ算しい。以上のa．とか
ら，マ・・ラノビス・モデル・・おいて｝eq不歌の厚生関数は，一要素だけ，すなわちY，極大値だけである
ことが理解できる。要する1こ，0からtまでのCtの極大化，あるいは，他のいくつかの適当な基準は，Yt
の極大化と代替することが可能なのである。
　ところで，マハラノビス・モデルは，明示的に貯蓄率をモデルに導入していない。しかし，貯蓄率は．
1とYに対する解から，すなわち，（45），（47武から引き出すことができる。
　　　1，　　　（1＋R、，・？、）tl。
σ・＝堰f＝・。＋（1＋R，3，／Ri　，8i）〔（1＋R、β、）・－1〕1。’…（48）
この式は，σが不変でなく，・Z　iとRcの不変の値に従って長期的には変化することを示している。
　このよう1こ，2部門間の貯蓄率と投資配分とカ～同時的に相互に結びつけられるぺきで，その方がモデ
ルの具体的実現の可能性は高まるといえるだろう。
　　㈲　4部門モデル
　まず，政策論的な立場から変数を分類すると次のようになる。
　　　　　　　　キ　　　　　　　　　キ　　　　　　　　　　お　　　　　　　　　お　　目標・…Y（△Y＝Y－Y。）・N（△NN－N。）
　　局外変数…　11，12　，13，Id，N±，　N2，N3，凡
　　用具変数・…　R1，R2，　R，，惹　　　』
　　与件・・・…　…・逐，屋，鳥，尾，Q，，　Q2，鰯，　Q妥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一757一
②　マハラノビス・モデル
　（9　2部門モデル
まず，先の皿項において導いた誘導形を次に示
めそう。
　1，一（1＋えi，ei）「ld…（45）
　　　　　　Ri〆9i
C・＝C・＋C・1、β、〔（1＋λiβi）t－1〕1。
・t－・。・（　Rβ1＋毒）〔（1‡繕（46’
　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・…　9’。・・…　（4ア）
ここでは，政策分析の立場から諸変数を分類す
ると次のようになる。
　　目標…　Ytを極大化すること
　　局外変数…　Ct・It
　　用具変数…λi（λ，＝1・一　Aiから一
　　　　　　　　　用具のみ）
　　　与件…C。・1。・Y。，（変数の初期値）
　　　　　　　　　　　　　Ytを極大化する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1＝
ところで，一見すると．それが4つの用具と2つの固定的目標しかもっていないために，モデルは，政策
の立場からすると明確でないように思われるかもしれない。しかし，配分率の合計が11こ等しいことから
一っの政策自由度は消去される。残りの自由度は，Riの値をある特定の値に決めることによって取り除
かれる6一つの疑問は，なぜλiが他の記分率の代りに外生的に一定としてとられるべきかということで
ある。
　以上マハラノビス・モデルの2部門モデノVと4部門モデルをみてきたのであるが，要するにマハラ’ノご
スは，2部門モデルからRiの値を引き出し，期間的基盤においては，△Y，△N，1を固定化する。そ
のような場合においては，実質的な政策問題はそこにはないのではないだろうか。
　注（1）KAFo）～J・K・Sengupta，　E・Thorbecke；The　Theoryof　Quantitative
　　　　Econonlic　Policy，．1966，　PP・289－230。
　　　　Haavelmo；　Studies　in　the　Theqry　of　Economic　EvQlutions　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　1954・を参考する。
　　（2）伊東正則著『経済計画のモデル分析』昭42．P・P・246－253・
　　　　C・　M・P・1・i・；A・E・・n・m・t・i・M・d・lf・・D・v・1・pm・ntPl…i・g
　　　　1954・
　　（3）KAFox．；oP・cit㍉PP・581－504．PP．390－593．
　　　　Ti・b・・g・・＆B・・；M・th・m・ticalM・d・1・・f　E・・n・mi・G・。wth
　　　　1962，　PP・76－8・0・
　　（4）G・Hi・hm・n；Q・・ntit・tiv・Pl・nni・g・f　E・・n・mi・P・li・y，
　　　　1965，　PP・79－80・
　　（4）K・A・F・x；・P，・it．PP・393。397，Ti・berg・n＆B。・．，・P．・it．，PP．7’9　一一80．
　　（5｝，（6），（7）・伊東正則著，前掲書，PP・250－253。
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